へ 連れていった のです。 もちろん 山荘です から、 二人 

で 自炊 生活す るし かなかった のです」 

「なるほど。 それで 密林 荘 というの は、 どんなと ころ 

です 力」 

「県境に ある 森林地帯の 奥に あるので す。 有名な XX 

湖 を 傍に ひかえて いますが、 湖岸から 奥へ 約 十 町 ほど、 

昼な お 暗き 曲りくねった 小径 を 入って 行く と、 突然 密 

林荘の 前に 出る わけです。 ここ は いわゆる XX の 原始 

林と いわれて います。 ものの 半 町と 見通しが きかない 

位 曲って います。 そこへ 入る と 夏で も ひやり と 寒くな 

ります」 



「避暑に は 持って来いの 場所です ね」 

「ええ、 ですから 彼 を 誘った わけです。 たしかに 彼 は 

日増しに 元気 づきました。 丁度 三日 目の 朝の こと、 僕 

よ-つちよ 1 つ 

たち は 山荘 を 一緒に 出て、 羊腸の 小径 を 湖岸へ 抜け、 

そこで 右へ 行き、 小 瀬 川 を 少し 川上へ 歩いた ところで 

釣 を 始めました。 ところが 僕の 針に はかな リ 獲物が 引 

懸 りました が、 熊 井 君の 方 は さっぱり 駄目です。 そこ 

で 彼 は 場所 を 換える といい 出しました。 僕 は そこ を 動 

くこと に は 不賛成で したから、 二人 は 別れる ことにな 

り、 昼飯 前に は 山荘へ 戻る こと を 申 合わせました。 彼 

は 元の 道 を 引返し、 湖岸の 左の 方へ 行った 釣 場所へ 糸 



やった のです、 自殺 を …… 。 全く 残念でした」 と、 柴 

谷 は 目 を しばたた き 「自殺の 手段 は、 すぐ 分りました _ 

卓子の 上に、 飲みの こしの ウイ スキ ー の壜が あり、 そ 

の 横に 空に なった コップが ありまし たが、 ぷ— んと強 

あんにん 

く 杏仁の 句い がして いました。 彼 は 青酸 加里 を 用いた 

のです。 もう ちょっと 僕が 早く 戻って 来れば、 こんな 

こと を 彼に させずに 済んだ もの を。 全く 残念で たまり 

ません」 

「よく 分りました。 で、 その 日、 誰か 来客が ありまし 

たか」 

「いいえ、 ありません。 二日 間と いう もの は、 誰も 来 



「私 は 貴方から 本当の 話 を 伺いたい ものです。 今まで 

の 話に は、 嘘が 交って いますね。 さ、 始めて 下さい、 

熊 井 君 を 殺したい きさつ を 包まず …… 」 

はて、 柴 谷の 話の どこに 噓 があった ろうか。 名 警部 

旗 田 は、 どの 点 を 以て、 柴 谷の 陳述に 偽り を 認めた ろ 

ク ゝ o 

う 力 

読者よ、 判断 あらん こと を。 ご 判断が つかねば、 も 

う 一 度 始めからお 読み直し 願いたい。 —— それでもお 

分りに ならなければ、 次の 文章 を、 終りから 逆にお 読 

みあれ。 
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